
 

 

 

子会社 516 社を擁し、ICT 分野でのサービス提供、プロダクトの開発・製造・販売・保守運用まで総

合的に提供する富士通株式会社を取り上げます。 

 

2009～2018 年 3 月期までの連結財務諸表を分析しました。 

企業力総合評価 
下位各親指標 

営業効率（儲かるか） 資本効率（資本利用度） 

   

下位各親指標 

生産効率（人の活用度） 資産効率（資産の活用度） 流動性（短期資金繰り） 安全性（長期資金繰り） 

    

企業力総合評価をコツコツ改善させた、企業成長の 10 年であったことが分かります。営業効率～安

全性の各下位親指標は大きく変動しています。 
富士通㈱のグラフは、親指標は 3 つのグループに分けて考察するとよく読めます。 
 
①営業効率・資本効率の利益獲得を示す親指標はリーマンショック後、一番早くから改善を始めてい

ます。この親指標に属する財務指標の改善は先んじたと思われます。 
 
②流動性・安全性の財務状況の指標の改善は①に遅れて改善トレンドとなっています。財務状況は①

を改善すれば、普通自然に改善するものであるとの認識なのでしょう。財務体質の改善につれ、財務

収益の増加、財務コストの減少を開始し、①を更に改善する善循環を始めました。「財務が稼ぐ」はリ

ーマンショック以降、トヨタ㈱などの日本を代表する製造業の戦略です。 
 

③生産効率・資産効率は人・資産の活用を見る指標ですが、悪化後改善か、悪化となっており今後こ

の指標を改善させることで企業力総合評価は更に改善します。 

自社の数字を網羅的・時系列に把握しているのであれば更なる成長を目指してくる筈です。 
 

①のうち営業効率の各下位指標にドリルダウンして確認してみましょう。 

SPLENDID21 NEWS 第 156 号 

2018 年 11 月 15 日発行 

毎月 15 日発行 https://sp-21.com 

2009 

右グラフは売上高

と売上高総利益率

を示しています。 
大きく売上高総利

益率が改善トレン

ドなのに対し、必ず

しも増収にはこだ

わっていないよう

です。 
ムリに増収しても、

儲けの元である売

上高総利益率が悪

化しては、利益が残

らず、財務体質の悪

化というおまけが

つくことをよく知っている会社なのです。 
 
右グラフは「財務が稼ぐ」よう

になったことを示すグラフで

す。 
売上高営業利益率と売上高経

常利益率。この 2 指標の差額

は金融収益（受取利息・配当金

など）、金融費用（支払利息な

ど）です。2009 年は 
営業利益率＞経常利益率であ

ったのが2018年には逆転して

います。 
財務収益＞財務費用となった

のです。つまり、貸借対照表に

銀行預金や有価証券が増え、借

入金や社債が減った 10 年でし

た。貸借対照表が豊かになってきたのです。 
 
まとめ 
富士通㈱は、優良企業への第一歩を踏み出せるかどうかの分岐路にいます。その基礎をうまく積み重

ねてきた 10 年でした。今後の課題は、親会社・子会社 516 社個々の企業力総合評価の改善です。 
このような 10 年を積み上げた会社の多くが製造業です。圧倒的に製造業が多いのは、製造業は原価

計算が求められ、円高が進む中、輸出で業績を伸ばした厳しい環境が、数字に対する優れた感覚を磨

いたといえます。厳しい環境にあればそれに耐えうる経営をする、実直な日本人は素晴らしい。 

編集後記 お菓子食べ放題の環境なので、脂肪付き放題です。環境が悪いか、環境のせいにする私が悪いか。    

いずれにしろ幸せです。   (^^♪     文責 JY  
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